
４要素モデルに基づいた疾病受容に関する面接（成育版） 

 

⚫ 自分自身のことばで、説明してみよう！ 

⚫ 途中で疑問が出たり、もっと知りたいことが自分で気づけるかもしれません。 

 

１．病気に関する一般的理解 

「診断名は何だろう？」 

「病気の特徴は知ってるかな？」 

「病気の経過はどうなるのかな？」 

「どんな治療が必要かな？」 

「治療の良い点と悪い点（副作用）は何だろう？」 

「治療を受けない場合の良い点と悪い点は何だろう？」 

 

２．病気の認識 

「先生の説明を聞いて、これはおかしいとか、何か疑問に思うことはないかな」 

「治療を受けることが自分のためになると感じているかな」 

「どうして、そう思うのかな」 

「治療〇▲を受ける（治療しない）とあなたの普段の生活にどんな影響があるのかな」 

 

３．論理的思考 

「これまでの自分、そして今の自分がいますね。ずっと病気と付き合ってきました。 

 すごいことですよね。素晴らしい力をつけてきましたね。 

「ご自身にとって、治療を受けることに関して、現在、どのように感じていますか？」 

「病気をもつことで嫌だったことはありますか？」 

「病気をもつことで、よかったなと思えることはありますか」 

「これからの自分にとって、治療を受けるうえでのよいこと、悪いことを教えてください」 

「これからの自分にとって、治療を受けないと決めることでの、よいこと、悪いことを教えてください」 

「あなたの親はどのような意見でしょうか。聞いていますか？ 親の考えを聴いて、あなたはどのように思いま

したか？」 

「あなたの友人はどのような意見でしょうか。聞いていますか？ 友人の考えを聴いて、あなたはどのように

思いましたか？」 

 

４．選択する能力 

「これまで、あなたのご病気に関するお気持ちとお考えを言葉にしてくださいました。今はどう感じておられま



すか？」 

「これからどうしたいと思いますか」 

「治療を受けることに関しては、今はどう感じておられますか？」 

 

「今後の治療を決めていくうえで、あなたのお考えを聞かせてください。 

① 自分の意志だけで決めていきたい 

② 親と一緒に決めていきたい 

③ 医者と一緒に決めていきたいなど 

④ 友人と相談しながら決めていきたい。 

⑤ なるべく病気に関することは聞きたくない 

⑥ 自分が必要だと思うことだけ教えてほしい、 
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